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＜連絡事項＞
・特記なし。
＜患者様連絡事項＞

・中村　寿昭様～本日、入院形態を医保→任意へ切り替え、療養環境変更にて北病棟302号室へ転出となっている。
・熊野　ノリ様～東合併症室から西病棟25号室へ転入となっている。詳細は下記参照。

・泉川　ケイ子様～今朝、尿検査実施にて白血球４＋、亜硝酸塩２＋の結果あり。主治医報告し、本日よりレボフロキサシン(500)1T 1×朝で3日分処方。
・工藤　綾子様～17日10:30から日赤受診となっている。他科受診表、入院証明書は発行済み。
＜馬渡Dr.診察状況＞

・豊川　登美枝様～昨日より感冒症状訴えPL顆粒処方となっていたが、服用したことにより「足に力が入らない」と下肢の脱力感・歩行時のふらつき訴えていた。診察にてPL顆粒中止、咽頭痛訴えありオラドールトローチ3T 3×毎食後にて処方。
・曽我　正子様～臨時薬同内容にて7日分処方となっている。

・阿部　文香様～臨時薬同内容にて7日分処方となっている。

・佐々木　康子様～本日治験評価日となっている。治験薬本日夕～3/16朝まで処方。

・栃木　春子様～本人より排便困難感や便秘の訴えあり、臨時薬にMgO(330)3T 3×毎食後で追加、アモキサン(25)1C 1×眠前→(15)2C 2×朝夕に変更、他同内容にて処方となっている。
・山下　拓也様～昨日準夜帯にて女性患者様と接吻していたとの情報あり。主治医より本人に確認するも「覚えていない」等否定されている。
＜伊藤Dr.診察状況＞

・沢田　秋子様～診察時も「エールが聞こえる」と話されている。処方薬変更はなく、確実な服薬をするよう指示あり。また拒薬時経過観察の継続指示追加になっている。

・大上　なみ様～脱肛の整復について、本人の手にスタッフの手を添えて整復するよう指示あり。本人より出来ないと訴えがあった場合スタッフは指導すること。臨時薬同内容にて処方、以後定期となっている。
＜要注目患者様ケース検討＞

・高橋　義明様～午前中より妄想に左右された言動目立ち「兄が来ます」と言って荷物を持ってAユニットに走って行く事あるため、継続指示薬服用している。以後は落ち着いて過ごす事出来ている。
・澤田　真理様～不安感の訴えはないが、「洗濯はいつから出来るの？」「やまばと寮に電話する」と頻回な来詰・訴え聞かれている。また「51号室の人って誰？」と気にすることあり、不眠時は他室侵入の経緯もあるためラウンドを行い他者トラブルないよう注意。
＜深澤Dr.退院支援委員会＞

・山田　睦子様～彼岸等の準備を気にしており、２月中には退院したいと希望。主治医からは退院は３月の方がいいのではと話されている。
・大久保　光男様～自宅へ退院しても生活は出来ないと本人理解している。今後はGHへ退院する方向でPSWに情報提供している。
＜転入患者様情報＞

熊野　ノリ様（73）女性
病名:老年期うつ病
身体合併症：糖尿病、高血圧症
主治医：馬渡Dr.(サポート医:田名部Dr.)
＜経過＞

H26年より食思不振があり、H27年には「子宮癌になって全身に転移している」などの心気妄想が生じるようになり、H27.9.10みちのく記念病院へ入院（～H28.12.13）。退院後は悠楽の里入所にともない、あおぞらクリニックを紹介され受診。H29.2.4頃より悲哀的な発言が聞かれるようになり、「食べられない」「死んだほうがいい」などの悲観的訴えが聞かれ、あおぞらクリニックより入院を勧められたことからH29.2.14当院初診。老年期うつ病と認知機能の低下が疑われ、薬物調整を目的として同日15：00合併症室へ医療保護入院となる。

洗濯：業者洗濯
退院支援:サービス付高齢者住宅「悠湯の里」へ再入所を本人・家族ともに希望。病状が安定し次第、再入所およびあおぞらクリニックデイケア利用に向けて調整していく。 
他、転棟サマリー参照。
